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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成28年11月17日(2016.11.17)

【公開番号】特開2016-175437(P2016-175437A)
【公開日】平成28年10月6日(2016.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2016-058
【出願番号】特願2015-54964(P2015-54964)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｎ   2/22     (2006.01)
   Ａ４７Ｃ   7/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｎ    2/22     　　　　
   Ａ４７Ｃ    7/40     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月26日(2016.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートクッションと、シートバックと、前記シートバックの少なくとも一部を動かすこ
とで前記シートバックの向きを左右に変えることが可能なアクチュエータと、当該アクチ
ュエータを制御する制御装置とを備える乗物用シートであって、
　前記制御装置は、乗物の旋回中に、前記アクチュエータを制御して、前記シートバック
の少なくとも一部を初期位置から第１位置に動かすことで前記シートバックの向きを旋回
方向に向けるシート姿勢制御を実行する姿勢制御手段を備え、
　前記姿勢制御手段は、前記シート姿勢制御の実行時間が実行時間閾値以上となった場合
、前記アクチュエータを制御して、前記シートバックの少なくとも一部を前記第１位置か
ら第２位置に動かすことで前記シートバックの向きを戻すように構成され、
　前記第２位置は、前記初期位置と前記第１位置との間の位置であることを特徴とする乗
物用シート。
【請求項２】
　前記制御装置は、横加速度を取得する横加速度取得手段を備え、
　前記姿勢制御手段は、乗物の旋回中に前記横加速度取得手段が取得した横加速度の大き
さが第１閾値以上となった場合、前記アクチュエータを制御して、前記シートバックの少
なくとも一部を前記初期位置から前記第１位置に動かすように構成されたことを特徴とす
る請求項１に記載の乗物用シート。
【請求項３】
　前記姿勢制御手段は、前記シート姿勢制御中に前記横加速度取得手段が取得した横加速
度の大きさが前記第１閾値よりも小さい第２閾値以下となった場合、前記アクチュエータ
を制御して、前記シートバックの少なくとも一部を前記初期位置に動かして前記シート姿
勢制御を終了するように構成されたことを特徴とする請求項２に記載の乗物用シート。
【請求項４】
　シートクッションと、シートバックと、前記シートバックの少なくとも一部を動かすこ
とで前記シートバックの向きを左右に変えることが可能なアクチュエータと、当該アクチ
ュエータを制御する制御装置とを備える乗物用シートであって、
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　前記制御装置は、横加速度を取得する横加速度取得手段と、乗物の旋回中に前記横加速
度取得手段が取得した横加速度の大きさが第１閾値以上となった場合に、前記アクチュエ
ータを制御して、前記シートバックの少なくとも一部を初期位置から第１位置に動かすこ
とで前記シートバックの向きを旋回方向に向けるシート姿勢制御を実行する姿勢制御手段
とを備え、
　前記姿勢制御手段は、前記シート姿勢制御の実行時間が実行時間閾値以上となった場合
に、前記アクチュエータを制御して、前記シートバックの少なくとも一部を前記第１位置
から第２位置に動かすことで前記シートバックの向きを戻し、前記シート姿勢制御中に前
記横加速度取得手段が取得した横加速度の大きさが前記第１閾値よりも小さい第２閾値以
下となった場合に、前記アクチュエータを制御して、前記シートバックの少なくとも一部
を前記初期位置に動かして前記シート姿勢制御を終了するように構成されたことを特徴と
する乗物用シート。
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